
勝

路

頭

醐

醐

山

市

原

銀

製

輔

付

開

滋

線

矧

間

胸

酷

動

関0.202C8J事

大

木

女

子

1 3年に2，4∞件、人権擁聾童書員企の需料法聾者自殺{立、地暁だが長い歴史をもち、か〈れた人権侵欝跨置置も、
いくつか取り上げてきた 7Flの相談Eに繁まった人たち

米最千代

無職

千葉武官中原上宿う48
21-4400から

無 職呼出し 107
2 

る
な
り
」

と
品
執
っ
て
い
る
。
大
疋
十
一
一
一
年
、
諸
事
レ

芸
家
謡
盟
火
鞘

K
全
長
務
部
エ
ッ
ク
ス

錦
棋
に
勤
務
、
同
時
に
躍
始
早
共
輝
総
説
(
混

在
平
塚
共
時
持
問
問
団
)
訣
射
韻
務
勤
務
。
一
一
一
十

一…笠

3
月
館
勤
め
た
。
乙
の
問
問
、
臼
本
レ

門
口
本
エ
ッ
ク
ス
組
技

日
本
放
射
線
技
術
単
品
拍
車
率
、
兼
療
支
部

長
、
臼
本
エ
ッ
ク
ス
緯
授
耐
刷
会
裏
な
ど
歴

任
、
闇
品
取
締
規
則
、
診
関
エ
ッ
ク
ス
韓
技

師
同
告
白
制
定
な
ど
に
饗
弓
来
間
指
だ
っ
た

白
玉
の
エ
ッ
ク
ス
融
学
界
の
向
上
発
展
治
験

問
制
止
な

E
に
多
大
白
寸
義
宗
議
し
た
e

五
十

年
に
わ
た
っ
て
エ
ッ
ク
ス
練
に
潜
っ
た
た

出
、
宇
の
摺
む
指
紋

は
や
け
で
な
く
、

さ
も
直
接
も
て
な
い
。

事
し
か
し
畠
体
は
韓

関
療
。
結
婚
は
一
平
六

漣
才
一
回
降
、
連
撮
に
議

た
る
議
護
軍
に
輯
龍
一

…
さ
れ
て
鯖
聾
子
と
な

担
、
夫
人
と
白
間
に

一
…
男
一
女
在
も
5
け
た
が
、
主
人
は
十
年
前

豆
十
六
才
で
亮
亡
。
長
男

(r)は
輯
局
経

営
、
次
園
出
(
Z
と
は
医
者
、
長
女
(
問
。
)
は
結
怖
階

、
孫
が
併
せ
て
式
人
。
一
品
兇
が
四
年
お
き
に

生
ま
れ
た
の
は
放
射
離
の
影
帯
だ
が
、
間
同
も

知
ら
ぬ
友
人
か
品
議
決
?
を
教
Y

え
ろ
と
頼
ま

れ
で
闘
っ
た
こ
と
も
昔
語
D
と
な
っ
た
。

環
在
は
副
五
時
に
超
尿
、
犬
主
連
れ
デ
畿

揮
す
る
白
が
臼
諜
。
髄
軍
時
代
か
ら
臼
幅
隠
滅

再
選
を
学
ぴ
免
許
白
腕
前
。
ま
た
日
本
留
を

井
上
手
霊
山
間
他
に
師
事
。
者
い
障
か
会
忍

を
信
条
と
し
、
け
ん
か
は
式
競
い
。
何

事
も
話
し
あ
い
玄
解
決
で
吾
ぬ
こ
と
は
な

い
と
い
う
準
え
で
一
翼
し
て
き
た
。
と
れ
が

ら
は
ロ
ロ

yク
の
灯
の
如
苦
λ
症
だ
炉
、
集

あ
る
陣
D
多
く
由
人
と
友
情
を
深
め
社
企
の

た
め
に
つ
く
し
た
い
の
か
意
顕
と
い
う
。
七

十
一
一
揖
。
住
携
は
、
平
塚
市
中
聾
凶
番
二
一
号

(
女
。
名
癌
槽
党
@
広
相
唱
を
一
一
h
m
l
)

j
J
i
j〈





地
闘
通
教
設
な
ど
七
つ
例
に
放
洪
愛
保
健
窓
一
も
問
問
時
糊

諮
問
輔
教
育
長
定
例
教
委
で
翌
日

人るか人みるの〕な 沢 lこ人た六
ら、る。 f謁月っとお、以。月定つ

死自、転と昭にでたむよ 111 ト県にた

ifii iE1iiiEiii× 
三三時三佐世訴訟は境
賞533立在日立究室主委員
あ弾事 も掛 る女らの五 てせで

主喜尺完 k習費。主手吾ZE注文堂

iiiixifi;iii5 22 
名目終 2 3Z 82tz雪 諒

ZZ器益二Z2224図老人 ;121 2;E ii;11 3i 
言語撃型空品......L同 署寝室長主

語弓長議員懇理方式佐藤討中詰詰;
i明書正 !?五宮言葉与 一激増ナるごみ鉄化石にー 豪雪量
進のすこ ど v、暴賓

が国一ると は将あ者

筋f!跡に進めじ~ 1< "~か協九え円 め協か主亡す三吉合組 ら進一組中昭

弓聖地Eゆ量去文語 挙E尋E考裏喜量が ζ語箆八)民白寿そぞ露合央刊
す号車語写警て芸翠 主文霊長J七記事雪子号同2553露出dz長型
トき孟長2主著富里×差高言語童三費量主三境王室孟疋混浴 3宣言語署生
量長石百五よ主去脅 し;量 k可愛ぞ5E竺語葉支重器望遥富 島プ五雪是
告を二選定霊量担霊 宣言組年いいあ本内壌の拭(長前五 持品発 δ議

42詰話会55 ;giziiziiif51ii尽 iiiえ1
るしてる今浸出が:9 だ謂年備 J~ プやら定昭るえ なだて て保ば五
、。詰量皇室雲需 。装警車《翠 24宅事和・長「簡か、日華議活識
許151515g zfF吾目下T22g??U253S
ぢ、製上十写字。み× 主零Z栓記ざ予42に整詰ミモ道弘ZE
詩ぎ32;232 誌モ2事話会222雪量守容5235き
)ハ、 ]昨 公二日 一七t..... 、躍八一対社町一相 iE 乞

会星空3A222J 五七22E25き223tぷF君主棄

31;ii!ii!ii;iiii lihHi!;jj; 
5 52言泣きり22S5?352H52fZ持誌
乙 き江主3日韓 32主55去言語:主義52よ詩

市長・加藤一;、;郎 (40呂)

溺論文・①人権と世界平和、②世界
人権宣言とその影響。 400字詰50
枚以内。どなたでも。
濁応募・ 10月Z4Bまでに、東京都千
代思広大宇野2の8郵便番号100C日
本ピノレ525号) B本国際連合協会、
極際人権年記念論文コンテスト係
晶で。氏名(ふりがな)・生年月目

'職業健学生は学校名学部学年な
ど明書己のこと。



(10) 

ーハイウェイから転載一

山
川
市
消
防
本
部
は
、
消
防
部
離
の
士
気
の
高
揚
、
渡
同
校
時
制
の
腕
財
閥
と
~
消
肪
諸
般
の
接
申
品
川
出

川
酬
に
答
え
る
た
め
、
八
月
十
六
日
に
、
第
二
回
梢
窃
録
法
式
会
と
九
月
一
呂
田
防
災
の
日
に
、
川

川
大
災
害
を
想
定
し
議
の
消
防
憤
蘭
宇
治
安

Z発
表
し
た
a

十
六
日
は
消
防
訓
親
場
で
、
川

山
山
一
日
の
大
鵠
習
は
函
道
一
時
線
よ
b
必
側
四
住
居
部
密
集
地
帯
で
、
早
暁
開
拍
す
る
予
定
だ
。
山
川

'~.JÄH浜一世

若干進l立大型車の裁きさ
に注意をノ

市寵や大型車と砕進ずるときは、お(左〉

の前行車や訴行者などが苑角になる。できる

だけ掛進は避けるべきであるが、やむをえず

併進するときは、市電や大型車の動吉に注意

し、市電や大型車が静止したと吉は、必ず停

止し、モの安全在確かめることが望ましいe



語急増する水の需用!こ応ずるため、章夫み水i立憩遼ろ滋池在使。て華麗

茸草される、ろ適地の洗瀧を見学する施設見学会

今
月
は
、
い
つ
も
七
@
八
月
に
ピ

l
pを
ひ
か
え
る
試
の
需

要
、
シ
て
に
県
営
水
一
品
に
無
点
を
あ
わ
せ
て
み
た
。

県
営
浄
水
場
の
な
か
て
も
、
本
市

γ近
い
間
部
川
碍
水
揚
は
、

東
京
、
横
浜
、
川
崎
に
つ
ぐ
大
規
換
な
も
の
で
、
全
国
十
穏
L

教
え
ら
れ
る
設
時
浄
諮
っ
て
い
る
。
さ
高
七
月
二
十
五
日
、

ζ

の
浄
水
場
明
ほ
ζ
と
し
接
話
の
一
一
十
五
万
六
千
日
の
給
水
霊
山

銀
、
令
官
民
下
で
は
、
向
子
ア
一
一
万
J
Y
を
記
録
し
た
G

叩
眠
中
川
浄
水
揚

の
取
水
能
力
は
、
第
一
帯
ぷ
1

第
一
一
浄
水
揚
あ
わ
せ
て
、
一
↑
ヤ
十

一一方
J
Y
で
、
そ
白
棋
は
、
相
槙
湖
、
城
山
ダ
ム
白
樺
久
井
拘
E

あ
る
。
取
水
は
、
相
模
川
の
ぎ
バ
宅
恥
ダ
ム
か
ち
で
、
六
か
街

の
必
で
ん
拙
砂
遁
っ
丈
白
髭
一
平
七
友
ハ
千
f
の
ろ
過
拙
か

ら
、
塩
講
師
麗
空
ほ
苫
ζ
し
、
乙
の
待
水
場
前
路
地
下
白
調
整

池
か
ら
[
配
水
出
、
そ
し
て
各
家
同
胞
に
結
水
さ
れ
る
u

仕
組
み
。
ζ
の

謁
盤
拙
の
貯
水
能
力
は
、
常
時
計
山
手
五
百
J
J
で
あ
る
。
送
水
部

力
も
、
第
一
、
第
二
階
水
揚
あ
め
せ
一
ニ
十
円
心
万
八
千
J
Y
と
な
っ

て
い
る
。
と
の
浄
水
揚
が
ら
道
水
は
、
逗
子
一
万
六
平
戸
、
撒

最
二
万
七
手
戸
、
藤
沢
三
万
五
千
戸
、
事
グ
附
二
万
ご
千
戸
、

京
市
一
一
万
ニ
ヰ
戸
、
大
職
、
二
錦
、
楠
町
な
ど
一
一
万
四
千
戸
の

給
水
範
聞
て
あ
り
、
県
水
金
保
で
は
、
日
町
年
1
向
月
末
現
在
、
給

水
戸
数
二
十
四
万
八
ヰ
戸
、
百
一
万
人
の
給
水
人
口
で
あ
る
.

家
庭
玄
使
う
一
か
月
の
水
は
、
一
戸
あ
た
り
十
六
工
ニ
立
方

師
、
バ
ケ
ヅ
で
二
千
三
十
八
は
い
と
い
わ
れ
る
。
県
営
水
道
か

岳
品
如
水
吉
れ
る
畿
は
一
日
に
四
十
五
万
六
千
J
Y、開問
J
〆
積
ト
ヨ

タ
ク
で
、
十
一
万
四
千
台
分
で
あ
る
。

昨
牢
は
、
玄
月
末
か
片
は
天
気
つ
づ
き
で
、
六
月
に
ズ
っ

τ

水
轄
の
揮
久
井
湖
、
椙

乙
と
し
の
見
通
し
を
品
開
い
て
み
る
と
命
、

ιと
し
は
〉
雨
が

多
く
、
現
在
h
r

叫
桐
の
ポ
は
、
踏
ん
パ
で
あ
口
、
心
配
あ
り
ま
せ
ん

と
、
大
役
判
伊
お
し
で
く
れ
た
。

木
造
百
四
で
は
、
次
の
こ
と
を
守
っ
て
ほ
し
い
と
呼
び
か
は
で

い
る
。
①
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
や
近
く
に
駒
を
お
か
な
い

明
ほ
し
い
型
留
守
が
ち
白
家
甘
ほ
、
直
接
窓
口
へ
払
い
込
む
か

隣
家
へ
あ
ず
け
る
③
家
の
改
替
な
と
で
メ
ー
タ
ー
が
床
下
や
閥
単

品
円
に
な
る
と
き
ほ
、
検
針
の
し
や
す
い
揚
所
へ
特
す
な
ど
J

R 



構 3号E官の松原公民館に次
る。 1，811m'の敷地に、 3 

32m'の建物で、内苦酷立、工E笛玄関右に応援セツ
話窪、和笠は、すみれ・なでしこのニ窪で、

大広間として使えるものa

ホ}ノ~，.立、収容人員叩日入、長机20、パイプ府予 100が記蜜され

大きな集会、研究会、発表会}

混在館長は、二軍当由主悪さん、

沢繁子さんが21，000人の抽区民のために、毎日活醸している。
公民館濃営番員は、皆井忠雄委員長ほか12名の各地区自治会代表
者で構臨されている。 42年度は、花京地区の人口音ーとまわる延べ

26，500人が集会や研究会、学習会などに利用した。
運営については、毎月 1回の定例J運営委員会会議と臨時会議によ
って事業計画と喪施に当たっての綿密なスケジューノレとその協力障

制が打ち出されてい〈。さらに市教育委員会の定める市立A公民館使

用要項によって利用者を誘整している。また、会民館i車醤委員や恕
長の選授にあたっては、地域の自治会や社会教育団体の代表者によ

って推薦され、委嘱されている。

本年度の公民館事業は、その自擦に f市民に<ilJたかな教聾在揮る
機会者与え、連帯意識の高拐をはかる』をかかげ、①教義務mを開
設する、@背少年の瞳全胃Jjl(;こ努力する、③体育活動を通じて住民

の連帯意識の向上をはかるを;芯針としている。本年度もすでに、バ

レーポール大会(5月開み)、卓理大会 (6月高み〉、;17トポー

ル大会 (7J'l簡み〕、手主主議定E、映酒大会を終了している。 8月か

ら 3月にかけては、 8~9月第17田市民総合誌育大会参加、奥様講
座(3回)、 10月に梧16回市民悼背レクリエ」シ

11月は菊花授、 11月から12月にiJ>けて
班、 1月には成人のつどい、

昨年I~ ， 26，∞D人

。花氷公民館。

が利用した

内向ちたもど
購
民
伝
部
技
会
認
は
、
平
塚
市
に
A

る

員
け
談
人
の
精
静
者
相
訳
詞
古
書
眠
し
た
。
出

演
蹄
神
静
弱
者
の
い
あ
南
部
躍
で
由
、
い
ろ
い

僻
動
ろ
な
沼
」
む
と
に
γ
U
じ
て
く
れ
也
。

担
問
、
ハ
〔
幅
四
組
員
〕
マ
二
宮
野
精
子
さ
ん

間
後
(
花
喜
一
ニ
十
八
番
十
一
号
霊

(g

e

富
一
一
九
与
、
守
管
沼
タ
マ
注
γん

総
一
一
壊
は
描
ヶ
圧
七
番
二
十
一
一
一
号
電
話
(
引
)

一
一
一
四
)
。

イタ 97は青い空

人あ日を
i主わア探イ
白毛主白く三究
室を育知~

事i益義語

iiZ! 
よ3;言語i
官、日ふイヨ
ちアしタア

界がシ

鑑率一↓
なを万ン
活め;.-~ ----
、ぐ紐海

官主量勾
!甚

赤痢撲滅作戦

。伝染病を防ぐ第 1f土手洗いく〉

1V5疫シ ~ιズ需 8 弾の今月は、梢イ巴音寺系の伝染病をと D上げ

てみた。ζの種の伝染胃むうち五揖は、なんといっても京劇だe

蔀採iと聞くと、人は何んとなく支の開気f'e_ι患いがちであ
るa 事実、昭和25年では、ゐ~9月白 4 か月間で 1 年中の80呼
の忠者が集中した。しかし今はちがい玄冬還して発生する芋宣告

のない精気になったe それず古けにいつも注意は怠るζ とはでき

ない。とれは冬販の暖房、夏の冷房と人民主引D主主憶が快適になる
と同時に赤痢菌の繁F置も同じく、長件がよくな白、それは麹を
運ぶハエやゴキプ日なども括購しやすくなったからだといわれ

る。またひとつ、昔とちがうζとは聾間で赤酬になる割合が増

えてきたととである。昭和40年と10年前の30均三と比べると、事
件数で約 2.4倍、患者数 2-2倍、全悼の患者

甜疫シυ戸ズ(8)は約60%1こ掠っているから、相対的には 3.8
/ 倍である。
¥ これは混在、給食施設が増え、外企が多く

¥ な tりコ、またレジ 4キγ一プ一ムで旅行なεカがf多く

¥刊jJr7な一孟揖F創客制1のほ7か3わ2には賜チ7ス、 パフチ7ス、 コ
レラなどがあるが、脇パヨチアスは主E活環埠

l ! の改韻や予防接種のおかげでほとんどなくな
ってきたし、コレラは外箇から入ってこなけ

ればまず心配ないといえる。

伝染病を防ぐには、まず寵1が手洗いである。便が慎んだ
ら謁潔の前に、食苦苦に感りつける前に、走事をするときに、か

ならず流れる水で苧を洗うとと。

次に、-rc.し体iJ'おかしいなと感じたときは、長い捕でなお

そうとおもわない乙とe 買い毅で寝入蝶法をしたために日本中

白描駅間に讃が効かなくなDそうだ。
万}、 ζ うなったら、また留に突って赤痢で死ぬ人iJl増える

にちがいないのである。

生
島
治
郎
一
一
割

島
問
一
男
一
死
の
校

郊
地
史
一
郎
一
六
志
木
、
山
中

立
品
治
郎
一
色
悪
伸
戦

清
水
}
行
一
耕
民
海
幌

多
岐
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も年金がうけ

懇かけ金の#'lめ方・ 4.5.6月分[土 7月米自まで

7.8.9P!分l土10月末日まで、 10.11.12月分
は1月末日まで、1.2. 3月分は4月末Eまで

霊童35オ以上の未加入者[土、いますくや加入を
昭和的年皮分からのかけまEを納めませんと
老令年金がうけられません。
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。5日城島公民錯
ク 6日韓国公民館

タ 9日

v 10日
。11日中原公民館
ク 12日神間公民館
。138 南原公民館
。16自費中原公民館
。17臼旭公民館
ク 188 真土公民館
。19日八幡公民館
v 20日
。24日
夕 258 富士見公民間
。26日松原公民館
。27白 室長茜公民館
y 30日 i自白之話公民暗

趨支古車①昭和43・2・1~43 ・ 6 ・ 30

臼までに生まれた赤ちゃん。@昭
42' 7 • 1 ~43 ・ 1 • 31日までに
住まれた蔀ちゃん③E主役18か月末
純子でいままでに2回の投守を受
けていない子e
調巡密釘草呈

10月 1日金自公E号館土沢中学校
タ 2包金田公民館瓶公民戸高

タ 3臼神田公民館豊田公民館

ク 4日毎士見公民館松原公民

貨宮

タ 58 須録公民;m 花水公民館

" 1呂 田四之宮公民館八幡公
民館

圏対車.;1'まれして3カ月以上の人で
2回続けて接種。
臨巡回認程. (1恩劫〕

11月1白金自公民館
。28 旭公民鰭
。4臼畳照公民館南原公民貧富
y 5日揖島公民明何時公民館

神田公民館

ク 6白金隠公民恕異土公民館

タ 7日八構公民館松原公民館
。15日 書富士見公民館
。16日中原公民館
。18臼 !日四之宮公民鰐
夕刊日花水公民館

タ 20目
。21日
(2沼め巡臨)
11月 8日 金居公民館土屋小学校
y 9日旭公民鍔吉沢小学校

タ 11日 畳間公民貧富南原公民館
ク 12日掛島公民館岡崎公民路

神田公民館

死1ご50万丹@負傷15万-5千円
重量市民ならいつでも1JO入できる 任豆む豊富掛金・年額おとな三宮内こども百円



推言f人口

人口総数 1ち)，345人
世帯総紋 36，772世帯
市域面積 67.8Bkoi 
人口態度 2，れ5人

前月比世帯端 163世帯
人口増 435人

市街地 75!917人(19，648世帯)
大野 34，024人(7，866ク)
畳間 2，688人 627 ~ ) 
神田 10 ， 053人 (2!483~)

城島 2，086人 435 l' ) 
筒蹄 2，051人 438 l' ) 
金liI 3，190人 776d-
丸且 9，233人 ( 2，222 1-
土沢 3，971人 747 v 
金目 7，132人(1，530 ~ 

(43.7. 1 

ピアノの箸iこ絡む私

ぜひ十分な i弱音設備を
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